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4ページは、本日の説明内容となります。 
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5ページをご覧ください。2019年3月期第3四半期のハイライトです。 

 

売上高は、前年比3％増の4,595億円となりました。為替換算の影響を除くと、6%の
増収です。 

これは、第3四半期に入り欧州の自動車用ガラス市場が急減速したものの、多くの地域・
事業において市場が安定的に推移したためです。 

無形資産償却前営業利益は、エネルギー関連コストの上昇や南米の通貨安に加え、欧
州自動車用ガラス市場の急減速の影響を受け、前年並みの272億円の着地となりまし
た。 

税引前利益は、金融費用の削減効果や、ブラジルのセブラセ社の業績好調に加え、第2
四半期には同社にて売上税の返還による収益を計上したことにより、前期比大幅に改善
し、171億円となりました。 

法人所得税は、前年は米国の法人税率の変更を受けて一時的な税金費用を計上しま
したが、当年はそれがなくなり、前年から大きく減少しました。 

これらを踏まえ親会社の所有者に帰属する当期利益は、前年から122億円増の105億
円となりました。 

フリー・キャッシュ・フローは、運転資本の季節変動等により183億円のマイナスとなりました
が、年度末に向け例年通りキャッシュを創出により、改善することを見込んでいます。 
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6ページの連結損益計算書に参ります。 

 

左側に「前年同期の実績」、右側に「当第3四半期の実績」をお示ししております。 

 

連結損益計算書の主要な項目については、先ほどお示しした通りです。 

金融費用の削減、持分法による投資利益の改善、当年にて前年の一過性の税金費用
が発生しなかったことなどにより、親会社の所有者に帰属する利益が大幅に増加しました。 
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7ページへ移ります。ここでは、無形資産償却前営業利益について、前年との差異につい
て説明しています。 

 

「為替の変動」は、主に南米の通貨安、特にアルゼンチン・ペソの下落によるもので、超イ
ンフレ会計の影響を含みます。 

「販売数量/構成」は、ほぼ全ての事業及び地域において改善しました。 

「販売価格」は、多くの市場が安定的に推移している状況を示しています。 

「原燃材料コスト」は、主に燃料費上昇によるものですが、第3四半期においても欧州の
天然ガス価格やアジアのオイル価格高止まりの影響を受けました。  

「コストダウン、その他」は、労務費を含むコスト増や一部地域での生産不調によるコスト
アップに加えて、上期に行ったドイツの窯の定期修繕や前年に含まれていた一過性の収益
がなくなったこと等もあり、対前年でマイナスになりました。 

全体として、エネルギー関連コスト増の影響を受けるも、数量/構成の改善でカバーしまし
た。 
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8ぺージは、主要財務指標の一覧になります。 

 

左から「前年同期の実績」、「当第3四半期の実績」、「前年度末」の順にお示ししており
ます。 

「ネット借入」は、運転資本の季節的な変動の影響もあり、前年同期並みの3,368億円
となりました。前年と同様に、年度末に向けて改善することを見込んでおります。 
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9ページへ移ります。 
このスライドは、当社グループの事業セグメント毎の売上高の構成比を示しています。 
当社グループの売上高の構成比ですが、欧州が40%、日本を含むアジアが33%、米州
が27%となっています。 
 
【補足】 

建築用ガラス: 41%、自動車用ガラス: 51%、高機能ガラス8% 
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10ページへ移ります。これより、各事業毎の事業業績についてご説明いたします。 

 

まず、当社グループの建築用ガラス事業の業績です。 

建築用ガラス事業全体では、売上高は前年同期比4%増の1,867億円になりましたが、
利益は、主として投入コスト増と南米における為替影響により、前年同期比21億円マイ
ナスの184億円になりました。 

各地域の状況ですが、欧州は好調な需要に支えられ、数量、価格ともに改善し、増収と
なりました。一方、エネルギー・コストをはじめとする投入コストの増加や上期のドイツにおけ
るフロート窯の定修コストの影響を受け、利益は減少しました。 

アジアですが、日本は投入コストの増加による影響を受ける一方、出荷の増加により収
益が改善しました。東南アジアはソーラー用ガラスの出荷増が利益に寄与する一方で、建
築用のガラスは競合他社の能力増強に伴い、厳しい競争環境となっています。 

米州ですが、北米では、昨年度立ち上げたオタワ工場が今期はフルで寄与していることに
加え、好調な市場の恩恵を受け、増収となりました。しかし、新製品の試作等により素板
製造コストが一時的に増加したため、減益となりました。南米の市場は好調に推移してお
り、現地通貨では増収増益となったものの、超インフレ会計の影響もあり、日本円では減
収減益になりました。 
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11ページは自動車用ガラス事業です。自動車用ガラス事業全体では、売上高は前年
同期比3%増の2,350億円、利益は前年同期比20%増の91億円になりました。第3
四半期の欧州急減速を除き、安定した市場環境を受けてほぼ全地域で増収増益となり
ました。 

 

欧州は、2018年9月から適用が開始されたWLTPの導入等により域内市場が軟調と
なった一方、高級車の輸出市場である中国も低調となり、第3四半期は急減速しました。
しかしながら上半期の改善により通期では増収増益となりました。 

アジアですが、日本は上期に自然災害によって自動車業界のサプライ・チェーンが影響を
受けましたが、下期に入り当社の出荷、生産ともに安定的に推移しています。補修用ガラ
ス(AGR)は、アジア各地で出荷数量が増加しており、業績は堅調に推移しています。 

米州ですが、北米では出荷が堅調に推移していることに加え、補修用ガラスの損益も改
善しており、安定した業績となりました。南米では、ブラジルにおいて販売数量が回復して
おり、継続して業績が改善していますが、ブラジル・レアルやアルゼンチン・ペソの下落の影
響を受けました。なお、超インフレ会計の影響は、自動車用ガラス事業においては軽微で
す。 
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12ページの高機能ガラス事業へ移ります。高機能ガラス事業全体では、売上高は前期
比レベルの367億円となりましたが、堅調な各事業の状況やディスプレイ部門のコスト基
盤改善を受けて利益は64億円と、31%の増益となりました。 

 

セグメント別の状況ですが、ディスプレイは、売上の増加と前年度に実施したコスト・ベース
の改善により、損益が改善しています。 

プリンター用レンズの需要は堅調に推移しています。 

エンジンのタイミングベルトに使用されるグラスコードの需要は、堅調ではあるものの若干軟
化しています。 

メタシャイン®は自動車用塗料や化粧品の分野での堅調な需要により、販売が増加しま
した。 

バッテリーセパレーターの需要は、アジアで減速の兆しがあるものの、日本では自動車用途
を中心に堅調に推移しています。 
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それでは、13ページの「2019年3月期 通期業績予想の見直し」のスライドへ移ります。 

 

損益計算書の様式で、左側から「前期の通期実績」、「当初の通期業績予想」、そして
今回の見直しを行った「最新の通期業績予想」の順です。 

 

通期業績予想について、売上高を100億下方修正し、6,200億円、無形資産償却前
営業利益を40億円下方修正し、390億円といたしました。 

ただし、前年度対比では増収・増益の計画です。 

 

一方、個別開示項目費用、金融費用（純額）の削減や持分法による投資損益の上
振れ予想に基づき、税引前利益、当期利益、親会社の所有者に帰属する当期利益に
ついては当初予想からの修正はありません。 

 

それでは、営業利益の修正について次のスライドでもう少し詳細にご説明いたします。 
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スライドの14ページをご覧ください。 

 

当社が事業を行う市場環境については、全体としては引き続き安定的に推移すると想定
しております。 

 

しかしながら、第3四半期に欧州自動車用ガラス市場において急ブレーキがかかっているこ
と、安定してきてはいるものの南米通貨安の継続、原燃材料費を中心とするコストプッ
シュの継続により、営業利益の予想を下方修正しました。 

 

事業別では、高機能ガラスの好調は継続するものの、建築用ガラス・自動車用ガラスは
当初の想定に対して下振れの方向です。 

建築用ガラス事業においては一部を除き総じて市場環境は好調でありますが、コスト増と
南米における超インフレ会計の影響を受けます。 

自動車用ガラス事業は、補修用ガラスは堅調であるものの、新車用は欧州における市場
減速の影響を受けるとみております。 
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15ページは、「まとめ」になります。 

 

当社グループの売上高は、欧州自動車用ガラス市場の急減速を除き、安定的に推移し
た市場環境を受け増収となりましたが、エネルギー関連コストの上昇や南米の通貨安など
の影響を受け、営業利益は前期並みとなりました。 

当期利益は、金融費用の削減や一過性要因も含む持分法損益改善、前年の一時的
な税金費用がなくなったことにより大きく改善しました。 

 

通期業績予想については、事業環境の変化を受け、売上高と営業利益の予想を下方
修正しましたが、当期利益の予想は修正していません。2019年3月期については、営業
利益、当期利益ともに対前年で増益の計画です。 

特に営業利益については6期連続増益の計画であり、その達成に向けて、VA化、効率
改善、コストダウンについて継続しているものに加え、追加施策の実施も含めて、全力で
取り組んでまいります。 

 

本日の説明は以上です。ご清聴どうもありがとうございました。 
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